
○小樽商科大学履修証明プログラム規程 

（令和元年９月９日制定） 

（趣旨） 

第１条 この規程は，学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１０５条及び学校教育法施行規則（昭

和２２年文部省令第１１号）第１６４条の規程に基づき，小樽商科大学（以下，「本学」という。）に

おいて特別の課程として開設する履修証明プログラムに関し必要な事項を定めるものとする。 

（履修証明プログラムの編成） 

第２条 履修証明プログラムは，本学の商学部及び商学研究科並びに小樽商科大学学則第６条に掲げる

組織（以下、「編成組織」という。）が本学の学生以外の者を対象に体系的な知識・技術等の修得を目

指した課程として編成するものとする。 

（編成要件） 

第３条 履修証明プログラムは，本学が開講する講習（公開講座を含む。以下同じ。） 若しくは授業科

目又はそれらの併用により体系的に編成するものとし，その総時間数は，６０時間以上とする。 

２ 履修証明プログラムを開設する期間及び定員は，教育研究に支障がない範囲で編成組織が定めるも

のとする。 

（開設手続） 

第４条 履修証明プログラムを開設しようとする編成組織の長は，当該履修証明プログラムの名称，目

的，総時間数，履修資格，定員，内容，講習又は授業の方法，修了要件，実施体制，受講料その他学

長が必要と認める事項を記載した履修証明プログラム開設申請書（別紙様式第１号）を作成し，教授

会等の議を経て，学長に申請するものとする。 

２ 前項の開設申請書を受理した学長は，役員等の意見を聴いて，開設の可否を決定するものとする。 

３ 前項の規定により，履修証明プログラムの開設に係る承認を得た場合は、編成組織の長は第１項に

規定する事項を公表するものとする。 

（変更手続） 

第５条 履修証明プログラムを開設する編成組織の長は，前条第１項に掲げる事項に変更を加える場合

は，教授会等の議を経て，学長に申請し，承認を得なければならない。 

（廃止手続） 

第６条 履修証明プログラムを開設する編成組織の長は，当該履修証明プログラムを廃止する場合は，

教授会等の議を経て，学長に届け出るものとする。 

（履修資格） 

第７条 履修証明プログラムを履修することができる者は，その内容に応じて，高等学校を卒業した者

若しくはこれと同等以上の学力を有する者又は大学を卒業した者若しくはこれと同等以上の学力を有

する者とする。 

２ 履修証明プログラムを開設する編成組織は，前項に規定するもののほか，当該履修証明プログラム

の内容に応じて，必要とする資格等を定めることができる。 

（履修の申請） 

第８条 履修証明プログラムの履修を希望する者は，指定された期日までに，編成組織が別に定める申

込書，前条の履修資格を有することを証する書類その他所定の書類により学長に願い出なければなら



ない。 

（履修の許可） 

第９条 学長は，前条の規定により履修申請を行った者で履修証明プログラム履修生としてふさわしい

と認める者に対し，履修の許可を行うものとする。 

（受講料） 

第１０条 前条の規定により履修証明プログラムの履修を許可された者は，所定の期日までに，当該履

修証明プログラムの受講料を納めなければならない。 

２ 既納の受講料は，還付しない。 

（実験，実習等の費用） 

第１１条 実験，実習等に要する費用は，履修証明プログラム履修生の負担とすることができる。 

（修了の認定及び履修証明書の交付） 

第１２条 履修証明プログラムの修了の認定は，教授会等の議を経て，学長が行う。 

２ 履修証明プログラムを修了した者には，履修証明書（別紙様式第２号）を交付する。 

３ 履修証明書の再交付は，履修証明プログラムを修了した者からの申出に基づき行うものとする。 

（記録の作成と管理） 

第１３条 編成組織の長は，履修証明プログラムの履修の許可を受けた者に関する履修の記録その他教

務に関する記録を作成し，管理しなければならない。 

（実施体制の整備） 

第１４条 編成組織の長は，履修証明プログラムの編成及び実施状況の評価並びに履修証明書の交付を

行うために必要な体制を整備しなければならない。 

（雑則） 

第１５条 この規則に定めるもののほか，履修証明プログラムに関し必要な事項は，学長が別に定める。 

 

 附 則 

 この規程は，令和元年９月９日から施行する。 

 

  



別記様式第１号（第４条関係） 

履修証明プログラム開設申請書 

プログラムの名称 
 

プログラムの目的 
 

プログラムの内容 
 

履修資格 
 

修了要件 
 

実施体制 
担当組織： 

責任者：           担当者： 

総時間数 
 

定員 
 

講習又は授業の方法 
 

受講料 
 

その他 
 

プログラムの構成（授業科目等） 

講習又は授業科目の名称 
講習又は 

授業の別 

時間数 

（時間） 
担当教員名 備考 

 講習 授業    

 講習 授業    

 講習 授業    

 講習 授業    

 講習 授業    

 講習 授業    

 講習 授業    

○「講習又は授業の方法」は、「面接授業」、「メディアを利用して行う授業」、「放送授業」より選択。 

○次の資料を添付すること。 「講習」の場合：講義概要  「授業科目」の場合：シラバス 



別記様式第２号（第１２条関係） 

 

 

履修証明書 
 

 

 氏      名 

年  月  日生 

 

 

 

学校教育法第１０５条の規定に基づき、本学所定の履

修証明プログラム（○○○○プログラム・計○○時間）

を修めたことをここに証する。 

 

 

プログラムの概要 

本プログラムは、主として○○である者を対象として、○○のような人材（能力）を養

成することを目的とし、○○、○○、○○等を内容としたカリキュラムを提供するもので

ある。 

（注）表面に記載できない場合は裏面に記載する。また、各種資格の取得に結びつくような

場合は、その旨を付記する。 

 

 

年  月  日              

小樽商科大学長        印   

 

 


